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伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
未
来
へ
と
つ
な
ぐ

写
真
の
う
ち
１
は
明
治
45
年
（
１
９
１
２
）

の
新
大
橋
開
橋
式
で
木
場
の
川
並
衆
が
は
し

ご
乗
り
を
披
露
し
て
い
る
も
の
で
す
。
４
で

は
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
の
富
岡
八
幡
宮

大
祭
で
練
り
歩
く
芸
妓
た
ち
の
手
古
舞
が
見

ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
保
存
会
に
よ
り
今
日

に
受
け
継
が
れ
、
毎
年
10
月
の
民
俗
芸
能
大

会
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
（
写
真
２
・３
）。

□江東区文化財保護強調月間2024

民俗芸能大会
文化財講演会
東京9区文化財古民家めぐり
江東区伝統工芸展

○江東歴史紀行
佐久間象山の足跡と文化財

○近代の絵葉書から景観を復元する
深川公園北西部にあった池～震災以
降編～

○江東外見発見伝
「亀戸天神社の社号標石」－追考－

昭和57年度より始まった「江東区文化財保護強調月間」は、わたしたちの
ふるさと江東区に残る貴重な文化財の数 を々大切にしていこうという運動です。
今回で43回目を迎え、「歴史と文化を考えよう」というテーマで、毎年10月から
11月までの期間にさまざまな催しを行います（詳細は2・3頁）。

歴史と文化を考えよう

江東区文化財保護強調月間２０２４

写真1　（絵葉書）新大橋開橋式余興角乗（明治45年7月）

写真3　富岡八幡の手古舞写真2　木場の角乗

写真4　（絵葉書）深川富岡八幡宮大祭 仲町名妓連の手古舞
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９
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【
午
前
11
時
～
12
時
30
分
】

場
所　

入
口
広
場
（
角
乗
池
）

木
場
の
角
乗�
東
京
木
場
角
乗
保
存
会

江
戸
時
代
、
木
場
の
筏

い
か
だ

師し

（
川か

わ

並な
み

）
は
、

鳶と
び

口ぐ
ち

一
つ
で
材
木
を
筏
に
組
ん
で
い
ま
し

た
。
角か

く

乗の
り

は
、
そ
の
仕
事
の
余よ

技ぎ

と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

【
午
後
１
時
30
分
～
3
時
40
分
】

場
所 

イ
ベ
ン
ト
広
場
（
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
）

木
場
の
木
遣�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
の
川
並
衆
が
材
木
を
繰あ

や
つ

る
時
、
お
互

い
の
息
を
合
わ
せ
る
た
め
、
歌
わ
れ
た
労
働

歌
で
す
。

木
場
の
木
遣
念
仏�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
大お

お

数じ
ゅ

珠ず

を

手た

繰ぐ

り
な
が
ら
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
唱と

な

え
る
大
変
珍
し
い

も
の
で
す
。

砂
村
囃
子�

砂
村
囃
子
睦
会

江
戸
時
代
中
期
に
金
町
の
香
取
明
神
社

（
現
葛
飾
区
葛
西
神
社
）
の
神
官
が
農
民
に

教
え
た
祭

ま
つ
り

囃ば
や

子し

の
流
れ
を
汲く

む
お
囃
子
で

す
。

富
岡
八
幡
の
手
古
舞

�

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会

富
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
で
神み

輿こ
し

の
先
頭
に
立

ち
、
木き

遣や
り

を
歌
い
な
が
ら
、
男

お
と
こ

髷ま
げ

に
裁た

っ

着つ
け

袴
ば
か
ま

と
い
う
粋い

き

な
い
で
た
ち
で
練
り
歩
き
ま
す
。

昔
は
、
辰た

つ

巳み

芸げ
い

者し
ゃ

が
行
い
ま
し
た
。

深
川
の
力
持�

深
川
力
持
睦
会

江
戸
時
代
か
ら
倉
庫
地
帯
で
あ
っ
た
佐
賀

辺
り
で
、
米こ

め

俵だ
わ
らや

酒さ
か

樽だ
る

な
ど
の
運う

ん

搬ぱ
ん

を
す
る

人
々
の
余
技
と
し
て
芸げ

い

能の
う

化か

し
ま
し
た
。

「
復
原
さ
れ
た
旧
渋
沢
邸
の
特
徴
と
魅
力

ー
渋
沢
栄
一
・
篤
二
・
敬
三
の
３
代
で
受
け
継
が
れ
た
住
ま
い
ー
」

渋
沢
栄
一
は
、
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）

に
深
川
福
住
町
（
現
永
代
２
）
の
屋
敷
を
購

入
し
て
転
居
し
、
清
水
屋
（
現
清
水
建
設
㈱
）

に「
表
座
敷
」を
増
築
さ
せ
ま
し
た
。
屋
敷
は
、

明
治
41
年
に
三
田
綱
町
、
戦
後
は
青
森
県
六

戸
町
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
ふ
た
た
び
江

東
区
に
里
帰
り
し
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
屋

敷
の
特
徴
と
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

�

11
月
20
日
（
水
）　　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所　

�

教
育
セ
ン
タ
ー
１
階
大
研
修
室　

（
東
陽
２
︱
３
︱
６
）

定
員　

50
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用　

無
料

講
師　

�

内
田
青
藏
氏
（
江
東
区
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
、神
奈
川
大
学
特
任
教
授
）

応
募
期
間　

�

10
月
1
日（
火
）〜
10
月
21
日（
月
）

必
着
（
10
月
１
日
の
郵
便
料
金

改
定
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

申
込
方
法　

区
H
P
申
込
。
ま
た
は
往
復
は

が
き
（
１
枚
に
つ
き
2
名
ま
で
）
往
信
面
裏
に

①
「
文
化
財
講
演
会
」
②
住
所
③
氏
名
・
ふ
り

が
な
④
電
話
番
号
を
記
入
、
返
信
面
表
に
応
募

者
の
⑤
郵
便
番
号
⑥
住
所
⑦
氏
名
を
記
入
し
、

〒
１
３
５
︱
８
３
８
３ 
江
東
区
役
所
文
化
観

光
課
文
化
財
係
へ
。

期
間　

10
月
１
日
（
火
）
～
11
月
30
日
（
土
）

今
年
度
も
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
の
関
連

事
業
と
し
て
、
東
京
９
区
文
化
財
古
民
家
め

ぐ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

文
化
財
古
民
家
を
所
有
す
る
都
内
の
９
区

（
足
立
・
板
橋
・
江
戸
川
・
北
・
杉
並
・
世
田
谷
・

練
馬
・
目
黒
・
江
東
）
で
は
、
連
携
し
て
企

画
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
「
古
民

家
彩
時
記
」
と
題
し
て
、
四
季
を
テ
ー
マ
と

し
た
パ
ネ
ル
展
示
を
各
古
民
家
で
行
い
ま
す
。

江
東
区
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
民
家
建

築
で
あ
る
旧
大
石
家
住
宅
を
、
仙
台
堀
川
公

園
内
（
南
砂
５
︱
24
地
先
）
に
移
築
し
、
公

開
し
て
い
ま
す
。
他
区
の
古
民
家
の
情
報
に

つ
き
ま
し
て
は
東
京
都
教
育
庁
の
「
東
京
文

化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２
４
」
ペ
ー
ジ
内
の
企

画
事
業
欄
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

こ
の
機
会
に
、
各
区

の
古
民
家
を
め
ぐ
っ

て
、
各
住
宅
の
特
徴

を
見
比
べ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

旧
大
石
家
住
宅
の
開
館
日
・
時
間

開
館
日　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

木場の角乗（右上）
富岡八幡の手古舞（右下）
砂村囃子（中上）
木場の木遣（左上）
深川の力持（左下）

旧大石家住宅



無
形
文
化
財
公
開
事
業

江
東
区
伝
統
工
芸
展

江
東
区
伝
統
工
芸
展

無
形
文
化
財
公
開
事
業

日
時
　
10
月
31
日（
木
）〜
11
月
４
日（
月・休
） 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
　
深
川
江
戸
資
料
館  
地
階
レ
ク
ホ
ー
ル

（
江
東
区
白
河
１
―
３
―
28
）

入
場
無
料

木場IC
東西線

都営新宿線

半蔵門線
清
澄
白
河
駅

森下駅 菊川駅

木場駅

門前仲町駅

木場IC

新大橋新大橋 新大橋通り

隅
田
川

小名木川

隅
田
川

小名木川 高
橋
高
橋

森下文化センター

永代通り

木場IC

葛西橋通り

芭
蕉
記
念
館
・
分
館

清澄庭園
深川図書館

清澄庭園
深川図書館

海
辺
橋
海
辺
橋

清
澄
通
り

仙台堀川

清洲橋清洲橋
清澄
白河駅前
清澄
白河駅前

清澄
庭園前
清澄
庭園前

首都高速道路首都高速道路

清洲橋通り

森下文化センター

清洲橋通り

三
ツ
目
通
り

木
場
公
園採荼庵跡

深川江戸資料館

都
営
大
江
戸
線

木
場
公
園

会場・深川江戸資料館への交通

伝統工芸品即売（会期中）

実演・体験時間

〈午前の部〉午前10時～12時30分
〈午後の部〉午後１時30分～４時

日程表のうち、　　　の技術は体験ができます（有料）。
申し込みは会場で直接職人さんに申し出てください
（材料が無くなり次第終了します）。

会場内で、江東区伝統工芸保存会による工芸品の即売
が行われます。またとない機会ですので、是非どうぞ。

●東京メトロ半蔵門線「清澄白河」下車徒歩３分
●都営大江戸線「清澄白河」下車徒歩３分
●都バス門３３「清澄庭園前」下車徒歩３分
●都バス秋２６「清澄白河駅前」下車徒歩４分

実演公開日程表
日程 技術｢体験内容　費用｣ 保持者

10/31
（木）

午
前

表　　具「裏打ち体験 1,000円」 岩崎　晃
江戸切子 小林淑郎
刀剣研磨 臼木良彦
染色補正 丸田常廣

午
後

表具 岩崎　晃
更紗染 佐野利夫
建　　具「組子 枡つなぎ1,000円

友國三郎
／亀甲麻の葉1,500円」

茶の湯指物「箸 1,500円/小箱 2,000円」 山田一彦

11/1
（金）

午
前

表　　具「裏打ち体験 1,000円」 岩崎　晃
無 地 染

近藤良治
｢手ぬぐい･トートバッグ 2,500円｣
相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀
茶の湯指物「箸 1,500円/小箱 2,000円」 山田一彦

午
後

表具 岩崎　晃
無 地 染

近藤良治
｢手ぬぐい･トートバッグ 2,500円｣
染色補正 丸田常廣
襖榾・襖椽 鈴木延坦

11/2
（土）

午
前

更紗染 佐野利夫
刀剣研磨 臼木良彦
襖榾・襖椽 鈴木延坦

午
後

更紗染 佐野利夫
建　　具「組子 枡つなぎ1,000円

友國三郎
／亀甲麻の葉1,500円」

相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀

11/3
（日・祝）

午
前

表　　具「裏打ち体験 1,000円」 岩崎　晃
木 彫 刻

渡邉美憲
「根付 平面500円/立体2,000円」
紋章上絵 亀山晴男
相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀

午
後

表具 岩崎　晃
木 彫 刻

渡邉美憲
「根付 平面500円/立体2,000円」
建　　具「組子 枡つなぎ1,000円

友國三郎
／亀甲麻の葉1,500円」

茶の湯指物「箸 1,500円/小箱 2,000円」 山田一彦

11/4
（月・休）

午
前

表　　具「裏打ち体験 1,000円」 岩崎　晃
木 彫 刻

渡邉美憲
「根付 平面500円/立体2,000円」
刀剣研磨 臼木良彦
茶の湯指物「箸 1,500円/小箱 2,000円」 山田一彦

午
後

表具 岩崎　晃
木 彫 刻

渡邉美憲
「根付 平面500円/立体2,000円」
刀剣研磨 臼木良彦
襖榾・襖椽 鈴木延坦

（順不同・敬称略）
※都合により変更する場合もあります。ご了承ください。
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43
回
目
と
な
る
本
展
で
は
、
伝
統
工
芸
の

技
を
受
け
継
ぐ
区
無
形
文
化
財
保
持
者
に
よ

る
実
演
・
体
験
を
行
い
ま
す
（
日
程
表
参
照
）。

ま
た
、
今
回
は
表
具
の
特
集
展
示
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。
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江
戸
時
代
後
期
の
松ま

つ

代し
ろ

藩
士
で
あ
る
佐
久

間
象
山
は
、
砲
術
・
蘭
学
・
儒
学
な
ど
多
く

の
学
問
を
修
め
、
数
多
く
の
門
人
を
輩
出
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
ま
す
。
江
東
区
内
で
も
、

嘉か

永え
い

年
間
（
１
８
４
８
～
１
８
５
５
）
に
深

川
小
松
町
（
永
代
１
︱
14
付
近
）
に
あ
っ
た

松
代
藩
下
屋
敷
で
西
洋
砲
術
・
兵
学
1）

を
教

授
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
号
で
は
佐
久
間
象
山
の
砲
術
・

兵
学
者
と
し
て
の
面
と
江
東
区
域
に
お
け
る

足
跡
や
関
連
す
る
文
化
財
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

【
生
い
立
ち
】

佐
久
間
象
山
は
文ぶ

ん

化か

８
年
（
１
８
１
１
）

２
月
28
日
、
松
代
城
下
の
信し

な

濃の

国
埴は

に

科し
な

郡
に

生
ま
れ
ま
す
。
名
は
啓ひ

ら
き

、
通
称
は
修し

ゅ

理り

で
、

象
山
は
号
で
す
。
父
の
国く

に

善よ
し

（
通
称
一い

ち

学が
く

）

は
藩
の
側
右ゆ

う

筆ひ
つ

、
表
右
筆
組
頭
を
務
め
た
人

物
で
し
た
。

文ぶ
ん

政せ
い

11
年
（
１
８
２
８
）
に
家
督
を
継
い

だ
象
山
は
、
天て

ん

保ぽ
う

４
年
（
１
８
３
３
）
に
江

戸
遊
学
を
許
さ
れ
、
儒
学
者
の
佐さ

藤と
う

一い
っ

斎さ
い

に

師
事
し
ま
す
。
同
７
年
に
一
時
帰
藩
し
た
後
、

同
10
年
に
再
び
江
戸
に
出
る
と
、
最
初
の
塾

で
あ
る
「
象
山
書
院
」
を
神
田
お
玉
が
池
（
千

代
田
区
岩
本
町
２
―
５
付
近
）
に
開
き
ま
す
。

当
初
、
こ
の
塾
で
象
山
が
教
授
し
て
い
た

の
は
朱
子
学
で
、
ま
だ
後
の
西
洋
砲
術
家
・

蘭
学
者
の
面
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
状

況
が
一
変
す
る
き
っ
か
け
が
、
天
保
11
年

（
１
８
４
０
）
に
勃
発
し
た
ア
ヘ
ン
戦
争
で

し
た
。

【
転
機
】

当
時
の
日
本
で
大
国
と
さ
れ
て
い
た
清
国

が
イ
ギ
リ
ス
に
敗
れ
る
と
い
う
ア
ヘ
ン
戦
争

情
報
は
幕
府
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
老
中
水み

ず

野の

忠た
だ

邦く
に

主
導
の
天
保
の
改
革
に

よ
り
海
防
政
策
の
見
直
し
と
体
制
の
強
化
が

図
ら
れ
ま
す
。

松
代
藩
で
は
、
天
保
12
年
（
１
８
４
１
）、

藩
主
真さ

な

田だ

幸ゆ
き

貫つ
ら

が
老
中
・
海
防
掛
と
な
り
ま

す
。
幸
貫
は
象
山
を
自
ら
の
顧
問
役
と
し
、

海
外
事
情
の
研
究
を
命
じ
ま
し
た
。
幸
貫
の

実
父
は
寛
政
の
改
革
で
知
ら
れ
、霊れ

い

巌が
ん

寺じ

（
白

河
１
）
に
墓
所
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る

松ま
つ

平だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

で
す
。

ア
ヘ
ン
戦
争
に
つ
い
て
象
山
は
、
天
保
13

年
（
１
８
４
２
）
10
月
の
書
簡
に
「
清
国
と

我
が
国
は
わ
ず
か
の
海
路
を
隔
て
る
の
み
な

の
で
、
我
が
国
の
こ
と
と
と
ら
え
、
海
岸
防

備
を
整
え
る
べ
き
」
と
い
う
内
容
を
記
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
以
後
は
西
洋
砲
術
・
蘭

学
の
道
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ア
ヘ
ン
戦
争
が
象
山

の
生
涯
に
与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
い

え
ま
す
。

【
韮に

ら

山や
ま

塾
入
門
】

天
保
13
年
、
象
山
は
西
洋
砲
術
を
学
ぶ
た

め
、
伊
豆
韮
山
代
官
の
江え

川が
わ

英ひ
で

龍た
つ

が
開
い
た

韮
山
塾
に
入
門
し
ま
す
。
英
龍
は
高
島
流
砲

術
（
西
洋
砲
術
）
を
開
祖
で
あ
る
高た

か

島し
ま

秋し
ゅ
う

帆は
ん

か
ら
伝
授
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

同
年
12
月
の
象
山
の
書
簡
に
は
「
御
内
意

を
受
け
候
て
西
洋
法
之
火
術
を
学
び
」
と
あ

り
、
藩
命
に
よ
っ
て
入
門
し
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
江
川
文
庫
に
残
る
『
江
川
英
龍
門

人
録
』
に
よ
る
と
、
象
山
の
入
門
は
９
月
７

日
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
江
川
家
中

以
外
で
は
最
も
早
い
入
門
者
で
し
た
。
ま
た

松
代
藩
か
ら
は
同
月
10
日
に
12
人
、
翌
年
に

は
21
人
が
入
門
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
他
藩

に
比
べ
て
比
較
的
早
い
時
期
に
多
く
の
藩
士

が
入
門
し
て
お
り
、
老
中
・
海
防
掛
で
あ
っ

た
藩
主
の
意
向
が
あ
っ
た
と
推
察
で
き
ま
す
。

象
山
は
入
門
中
の
天
保
13
年
11
月
、
幸
貫

へ
「
海
防
八
策
」
と
呼
ば
れ
る
上
書
を
提
出
し

ま
す
。
こ
こ
に
は
、
大
砲
の
製
造
や
軍
艦
の

建
造
と
い
っ
た
軍
備
増
強
だ
け
で
な
く
、
交

易
の
推
進
、
さ
ら
に
は
教
育
の
普
及
も
含
ま

れ
て
お
り
、
儒
学
者
と
し
て
の
一
面
も
垣か

い

間ま

見
え
ま
す
。
そ
し
て
、
象
山
は
入
門
か
ら
半

年
あ
ま
り
後
の
天
保
14
年
（
１
８
４
３
）
２

月
６
日
に
西
洋
砲
術
の
免
許
を
得
て
い
ま
す
。

【
下
曽
根
信
敦
に
師
事
】

韮
山
塾
で
西
洋
砲
術
の
免
許
を
得
た
象
山

で
す
が
、
砲
術
伝
書
を
直
接
見
て
研
究
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
旗
本
の
下し

も

曽そ

根ね

信の
ぶ

敦あ
つ

に
師
事
し
ま
す
。
信
敦
は
英
龍
と
同
じ
く
、

幕
命
に
よ
り
高
島
秋
帆
か
ら
高
島
流
砲
術
の

伝
授
を
受
け
て
い
た
人
物
で
す
。
象
山
は
信

敦
か
ら
高
島
流
砲
術
の
秘
伝
書
を
借
り
受
け

て
研
究
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
弘こ

う

化か

２
年

（
１
８
４
５
）に
は
信
敦
が
武ぶ

州し
ゅ
う

徳と
く

丸ま
る

原が
は
ら（

板

橋
区
高
島
平
）
で
行
っ
た
調
練
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
行
動
が
英
龍
側
に
は
不
義
理

と
捉
え
ら
れ
た
よ
う
で
、
江
川
英
龍
と
は
疎

遠
に
な
り
ま
す
。
象
山
の
書
簡
か
ら
は
、
英

龍
と
音
信
が
途
絶
え
て
い
る
こ
と
、
自
身
の

行
動
は
不
義
理
に
は
当
た
ら
な
い
と
い
う
主

張
、
伝
書
の
扱
い
に
つ
い
て
英
龍
を
批
判

し
て
信
敦
を
賞
賛
す
る
内
容
が
見
て
取
れ
ま

す
。こ

の
後
、
象
山
は
西
洋
砲
術
伝
書
の
基
と

な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
砲
術
書
や
百
科
事
典
の

原
書
を
研
究
す
る
た
め
に
こ
れ
ら
を
入
手
、

さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ぶ
た
め
、
蘭
学
者

坪つ
ぼ

井い

信し
ん

道ど
う

の
塾
頭
黒く

ろ

川か
わ

良り
ょ
う

安あ
ん

に
師
事
し
ま

す
。

佐久間象山肖像
『近世名士写真 其2』
（国立国会図書館デジタルコレクション）

佐
久
間
象
山
の
足
跡
と
文
化
財

佐
久
間
象
山
の
足
跡
と
文
化
財

江
東
歴
史
紀
行

江
東
歴
史
紀
行
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弘
化
３
年
（
１
８
４
６
）
閏

う
る
う

五
月
、
象
山
は

松
代
に
帰
藩
し
ま
す
。
松
代
で
は
藩
命
に
よ

る
大
砲
の
鋳
造
や
、
嘉か

永え
い

元
年
（
１
８
４
８
）

頃
か
ら
は
大
砲
の
教
授
を
行
う
ほ
か
、
蘭
書

の
翻
訳
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
蘭
和
事

典
『
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
』
の
改
訂
出
版
に

執
心
し
、
幕
府
に
出
版
願
い
を
出
す
た
め
、

嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）
か
ら
翌
年
に
か
け

て
２
度
江
戸
へ
上
り
、
下
屋
敷
に
滞
在
し
て

い
ま
す
。

【
松
代
藩
下
屋
敷
で
砲
術
塾
を
開
く
】

嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）
７
月
、
再
び
江

戸
へ
上
っ
た
象
山
は
、
下
屋
敷
に
「
西
洋
砲

術
塾
」
の
看
板
を
掲
げ
ま
す
。
象
山
は
自
身

の
砲
術
を
「
西
洋
砲
術
真
伝
」
と
称
し
て
お

り
、
こ
こ
か
ら
は
「
高
島
秋
帆
―
江
川
英
龍
・

下
曽
根
信
敦
」と
伝
授
さ
れ
た
西
洋
砲
術（
高

島
流
砲
術
）
と
は
別
に
、
自
ら
オ
ラ
ン
ダ
の

砲
術
書
・
兵
学
書
の
原
書
を
研
究
し
た
結
果

と
い
う
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。

象
山
の
死
後
に
門
人
た
ち
が
ま
と
め
た

『
及
門
録
』
に
は
嘉
永
２
年
以
降
の
門
人
の

名
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
嘉
永
３
年
以

降
は
松
代
藩
士
だ
け
で
な
く
、
数
多
く
の
藩

か
ら
の
入
門
者
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
福ふ

く

沢ざ
わ

諭ゆ

吉き
ち

の
出
身
で
知
ら
れ
る
豊ぶ

前ぜ
ん

中な
か

津つ

藩
か
ら
は
70
人
余
り
の
藩
士
が
同
年
中
に
入

門
、
象
山
は
１
か
月
の
間
に
数
回
中
津
藩
下

屋
敷（
品
川
区
高
輪
）へ
出
向
き
稽
古
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
幕
臣
の
勝か

つ

海か
い

舟し
ゅ
うも

嘉
永
３
年
に

入
塾
し
て
い
ま
す
。
勝
海
舟
の
号
「
海
舟
」

は
象
山
の
「
海
舟
書
屋
」
と
い
う
書
が
由
来

で
す
。
嘉
永
５
年
（
１
８
５
２
）
に
は
、
側

室
は
い
た
も
の
の
正
室
は
い
な
か
っ
た
象
山

は
、
海
舟
の
妹
を
正
室
と
し
て
迎
え
入
れ
、

両
者
は
義
兄
弟
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
同
年
に
は
、
五ご

稜り
ょ
う

郭か
く

を
設
計
し

た
武た

け

田だ

斐あ
や

三さ
ぶ

郎ろ
う

（
伊い

予よ

大お
お

洲ず

藩
）
や
山や

ま

本も
と

覚か
く

馬ま

（
会あ

い

津づ

藩
）
が
入
門
し
て
い
ま
す
。

下
屋
敷
滞
在
中
の
象
山
は
塾
で
の
教
育
、

下
屋
敷
で
行
わ
れ
た
調
練
へ
の
参
加
、
中
津

藩
や
松ま

つ

前ま
え

藩
か
ら
の
依
頼
を
受
け
大
砲
の
鋳

造
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

12
月
に
は
藩
命
に
よ
り
門
弟
数
名
を
引
き
連

れ
て
帰
藩
し
て
い
ま
す
。

【
木こ

挽び
き

町
に
開
塾
】

帰
藩
し
た
象
山
で
し
た
が
、
江
戸
在
府
の

許
可
が
下
り
る
と
嘉
永
４
年
（
１
８
５
１
）

４
月
に
は
再
び
下
屋
敷
に
入
り
ま
す
。
し
か

し
、
下
屋
敷
で
は
手
狭
と
な
っ
て
い
た
た

め
、
藩
か
ら
開
塾
費
用
１
３
０
両
の
下
賜
を

受
け
、
同
年
８
月
に
木こ

挽び
き

町ち
ょ
う

五
丁
目
（
中
央

区
銀
座
６
―
15
付
近
）
に
塾
を
開
き
ま
す
。

こ
の
私
塾
は
後
に
象
山
が
吉よ

し

田だ

松し
ょ
う

陰い
ん

の
密

航
事
件
に
連
座
し
て
失
脚
す
る
ま
で
続
き
ま

す
。
先
述
の
『
及
門
録
』
に
は
３
０
０
人
以

上
の
入
門
者
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
坂

本
龍
馬
（
嘉
永
６
年
入
門
）
の
名
も
見
ら
れ

ま
す
。

【
長

ち
ょ
う

州し
ゅ
う

藩
邸
で
大
砲
鋳
造
を
指
導
】

象
山
は
各
藩
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
大
砲

を
鋳
造
し
て
い
ま
し
た
が
、
長
州
藩
の
大
砲

鋳
造
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

長
州
藩
で
は
嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
）
７

月
の
ペ
リ
ー
来
航
を
受
け
て
、
三
浦
半
島
の

台
場
に
設
置
す
る
大
砲
の
鋳
造
を
計
画
し
ま

す
。
そ
し
て
同
年
12
月
に
国
元
か
ら
鋳
物
師

の
郡ぐ

ん

司じ

右う

平へ
い

次じ

を
砂
村
（
南
砂
２
―
３
）
の

藩
邸
（
抱
屋
敷
）
に
呼
び
寄
せ
て
大
砲
の
鋳

造
を
行
い
ま
し
た
。
翌
年
２
月
か
ら
鋳
造
が

始
ま
り
合
計
36
門
が
鋳
造
さ
れ
ま
し
た
。

後
に
長
州
藩
は
こ
の
大
砲
を
下
関
に
移

し
、
元げ

ん

治じ

元
年
（
１
８
６
４
）
の
下
関
戦
争

で
使
用
し
ま
す
。
長
州
藩
の
敗
北
に
よ
り
戦

利
品
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
持
ち
帰
ら
れ
た
大

砲
は
、
パ
リ
の
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ッ
ド
（
廃
兵
院
）

に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
存
す
る
大
砲
に
は

長
州
藩
の
家
紋
の
ほ
か
、

「
十
八
封
度
砲　

嘉
永
七
歳
次
甲
寅
季
春

於
江
都
葛
飾
別
墅
之
鋳
」

と
刻
ま
れ
て
お
り
、
砂
村
の
長
州
藩
邸
で

鋳
造
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

象
山
が
長
州
藩
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な

指
導
を
行
っ
た
か
は
不
明
で
す
が
、
嘉
永
７

年
（
１
８
５
４
）
の
も
の
と
み
ら
れ
る
松
代

藩
士
あ
て
の
書
簡
に
は
、「
長
州
様
」
と
記

載
が
あ
り
、
詳
細
は
不
明
で
す
が
長
州
藩
と

の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

【
そ
の
後
の
象
山
】

順
風
に
見
え
る
象
山
で
し
た
が
、
嘉
永
７

に
吉
田
松
陰
の
密
航
事
件
に
連
座
し
て
入

獄
、
私
塾
も
閉
鎖
と
な
り
ま
す
。
死
罪
こ
そ

免
れ
ま
す
が
、
文ぶ

ん

久き
ゅ
う２

年
（
１
８
６
２
）
の

赦し
ゃ

免め
ん

ま
で
、
国
元
で
の
蟄ち

っ

居き
ょ

生
活
を
送
り
ま

し
た
。
そ
し
て
元
治
元
年
に
幕
命
に
よ
り
上

洛
、
し
か
し
な
が
ら
公
武
合
体
論
と
開
国
論

を
説
い
た
こ
と
が
仇
と
な
っ
て
尊そ

ん

皇の
う

攘じ
ょ
う

夷い

派
に
狙
わ
れ
、
同
年
７
月
11
日
に
暗
殺
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

【
お
わ
り
に
】

佐
久
間
象
山
が
江
東
区
域
で
主
に
活
躍
し

て
い
た
の
は
、
嘉
永
３
年
７
月
～
12
月
の
半

年
あ
ま
り
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

後
の
私
塾
開
塾
の
基
に
な
る
教
育
が
江
東
区

内
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

【
関
連
文
化
財
】

・
区
登
録
史
跡
「
佐
久
間
象
山
砲
術
塾
跡
」

　
（
永
代
１
―
14
付
近
）

・
区
登
録
史
跡
「
長
州
藩
大
砲
鋳
造
場
跡
」

　
（
南
砂
２
―
３
付
近
）

・
区
登
録
史
跡
「
越
中
島
練
兵
場
跡
」
2）

　
（
越
中
島
）

1）‌ �

砲
術
は
銃
や
大
砲
を
扱
う
技
術
に
つ
い
て
の
学

問
。兵
学
は
軍
の
運
用
や
戦
術
に
つ
い
て
の
学
問
。

2） �

安
政
５
年
（
１
８
５
８
）、
同
地
に
講
武
所
の
銃

隊
調
練
場
が
設
置
、
講
武
所
で
は
高
島
秋
帆
・
下

曽
根
信
敦
・
勝
海
舟
が
砲
術
師
範
を
務
め
た
。

（
文
化
財
専
門
員　

勝
田
真
幸
）
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深
川
公
園
の
北
西
部
に
あ
っ
た
池
に
つ
い

て
、
前
号
（
№
３
０
６
）
の
「
震
災
以
前
編
」

に
引
き
続
き
、
関
東
大
震
災
以
降
に
発
行
さ

れ
た
絵
葉
書
を
用
い
て
、
震
災
以
降
か
ら
戦

前
に
か
け
て
の
景
観
を
復
元
し
て
み
ま
す
。

平
面
図
で
比
較
す
る
震
災
前
後
の
池

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
9
月
1
日
に
起

き
た
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
池
を
含
め
た
一

帯
が
被
災
し
ま
す
。
公
園
の
南
西
部
（
池
の

南
）
に
あ
っ
た
深
川
図
書
館
は
現
在
地
（
清

澄
3
︱
3
︱
39
）
に
移
転
・
再
建
さ
れ
、
池

は
再
整
備
さ
れ
る
も
の
の
、
水す

い

域い
き

が
狭せ

ば

め
ら

れ
ま
し
た
。
震
災
以
前
の
平
面
図
（
図
１
）

と
以
降
の
平
面
図
（
図
2
）
を
、
不
動
堂
と

の
境
界
線
（
池
南
東
角
部
）
を
基
準
に
比
較

す
る
と
、
池
お
よ
び
中
の
島
の
面
積
が
狭

き
ょ
う

小
し
ょ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、

橋
な
ど
各
施
設
の
大
ま
か
な
配
置
は
震
災
以

前
と
ほ
ぼ
同
様
と
言
え
ま
す
。

絵
葉
書
と
写
真
で
見
る
震
災
以
降
の
池

震
災
以
降
に
発
行
さ
れ
た
絵
葉
書
は
現
在

ま
で
の
と
こ
ろ
当
係
所
蔵
の
3
点
し
か
確
認

で
き
ま
せ
ん
。
今
回
、そ
の
う
ち
の
2
点
（
写

真
1
・
2
）
と
と
も
に
写
真
資
料
3
点
（
写

真
3
～
5
）
を
援え

ん

用よ
う

し
な
が
ら
、
当
時
の
景

観
を
復
元
し
て
み
ま
す
。

写
真
1
は
池
の
南
西
か
ら
東
方
向
を
写
し

た
も
の
で
、
手
前
に
土
橋
が
、
奥
中
央
に
深

川
不
動
堂
の
本
堂
が
見
え
ま
す
。
ち
な
み
に

本
堂
の
再
建
工
事
は
大
正
14
・
15
年
頃
に
着

工
し
、
昭
和
3
年
（
１
９
２
８
）
に
竣
工
し

ま
す
が
、
昭
和
20
年
3
月
10
日
の
東
京
大
空

襲
で
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
土ど

橋ば
し

（
柴

橋
）
は
震
災
以
前
と
同
様
、
橋

き
ょ
う

脚き
ゃ
くな

ど
の
部

材
は
丸
太
状
に
組
ま
れ
て
お
り
、
橋
面
（
床

し
ょ
う

板ば
ん

）
に
土
を
盛
り
、
両
端
に
草
が
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
土
橋
に
つ
い
て
は
、『
橋
・

泉
池
・
壁
泉
』（
上
原
敬
二
著
、
加
島
書
店
、

昭
和
35
年
）
に
橋
自
体
の
記
述
は
無
い
も
の

の
平
面
図
・
側
面
図
・
断
面
図
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
お
お
よ
そ
の
構
造
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、長
さ
30
尺
（
約

9
ｍ
）、
幅
9
尺
（
約
2
・
7
ｍ
）
を
測
り
、

橋
脚
（
9
本
）
お
よ
び
橋は

し

桁げ
た

は
擬ぎ

木ぼ
く

（
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
）で
、橋
脚
の
下
に
は「
松
丸
太
」

（
地
中
杭
）
が
打
た
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

近
代
の
絵
葉
書
か
ら
景
観
を
復
元
す
る

近
代
の
絵
葉
書
か
ら
景
観
を
復
元
す
る

深
川
公
園
北
西
部
に
あ
っ
た
池
～
震
災
以
降
編
～

深
川
公
園
北
西
部
に
あ
っ
た
池
～
震
災
以
降
編
～

写真2 a．護岸とベンチ（左写真2の部分拡大）

図1　関東大震災以前の池（平面図）
※『大正の大地震及大火と帝都の樹園』（大正12年）（国立国
会図書館デジタルコレクション）掲載の「火災前深川公園樹林
状況図」を元に作成

図2　関東大震災以降の池（平面図）
公益財団法人東京都公園協会所蔵の『深川公園平面図』

（昭和6年）を元に作成

写真1　池　南西から東方向
（絵葉書「深川公園ヨリ不動尊本堂ヲ望ム」発行時期：昭和3～8年）

写真2　池　南東から北東方向
（絵葉書「（東京深川名所）深川公園」発行時期：昭和8～12年）
※右上は橋部分、右下はベンチおよび護岸部分をトリミング 写真2 b.橋（左写真2の部分拡大）

油堀油堀

油堀油堀

不
動
堂
境
内

不
動
堂
境
内

不
動
堂
境
内

不
動
堂
境
内
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写
真
2
は
土
橋
東
の
池
南
岸
辺
り
か
ら
北

東
方
向
を
写
し
た
も
の
で
、
右
手
奥
に
不
動

堂
本
堂
（
手
前
に
松
）
が
見
え
ま
す
。
池
の

護
岸
は
震
災
以
前
同
様
に
玉
石
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
護
岸
近
く
に
は
背
も
た
れ
付
き
の

ベ
ン
チ
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
擬
木
か
）
が

5
基
見
え
、
そ
の
う
ち
の
1
基
に
は
3
人
の

男
性
が
腰
を
お
ろ
し
歓か

ん

談だ
ん

し
て
い
る
様
子
が

窺う
か
がえ

ま
す
（
写
真
2
a
）。
左
に
は
、
大
小

5
つ
の
丸
い
透す

か
し
の
あ
る
欄ら

ん

干か
ん

（
透
か
し

の
中
位
に
は
金
属
製
と
推
定
さ
れ
る
装
飾
）

が
印
象
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
橋
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
2
b
）。

写
真
3
は
池
の
南
（
土
橋
の
南
東
辺
り
）

か
ら
東
方
向
を
写
し
た
も
の
で
す
。
写
真
2

と
同
じ
く
、
池
の
護
岸
か
ら
斜
め
に
生は

え
る

松
が
見
え
ま
す
。
手
前
の
護
岸
沿
い
に
は
箱

状
の
も
の
（
正
面
に
「
□
□
入
」
の
文
字
と

東
京
市
章
、
側
面
に
「
深
川
公
園
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
ゴ
ミ
箱
か
？
）
と
背
も
た
れ
付

き
の
ベ
ン
チ
3
基
（
鋳
鉄
・
木
製
か
）
が
並

べ
ら
れ
、そ
の
右
（
南
）
に
水
栓
（
水
飲
み
場
）

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
（『
橋
・
泉
池
・
壁

泉
』
に
は
、
形
状
が
違
う
水
栓
の
断
面
図
を

掲
載
）。
奥
の
不
動
堂
本
堂
よ
り
手
前
に
は

三
角
状
の
物
体
が
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
円え

ん

錐す
い

状
の
屋
根
を
持
つ「
傘か

さ

型が
た

四あ
ず
ま
や阿

」（
休
憩
所
）

で
す
。
こ
の
四
阿
に
つ
い
て
は
、
セ
メ
ン
ト

会
社
が
発
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
コ
ン
ク

リ
ー
ト
』（
昭
和
11
年
）
に
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
擬
木
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
）
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
写
真
5
）。

写
真
4
は
、
池
の
西
か
ら
東
方
向
を
写

し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
中
央
の
中
の

島
に
は
、
先
端
が
頭こ

う
べ
を
垂た

れ
た
よ
う
な
高
い

電
燈
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
の
島
の
左

（
北
）
に
は
筋す

じ

替か

え
の
橋
が
、
右
（
南
）
に

は
土
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。
土
橋
の
奥
に

は
写
真
2
と
同
一
の
橋
が
見
え
ま
す
。

池
の
埋
め
立
て
に
つ
い
て

昭
和
13
年
の
段
階
で
池
を
含
む
公
園
西

部
を
運
動
場
に
す
る
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
が

東
京
都
公
園
協
会
所
蔵
の
「
深
川
公
園
一
部

改
造
後
平
面
図
」（
昭
和
13
年
）
か
ら
窺
え

ま
す
が
、
こ
の
計
画
は
実
現
し
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
昭
和
17
年
3
月
18
日
陸
軍
撮

影
の
空
中
写

真
（
本
誌
№

3
0
6
P
6

写
真
1
）
を

見
る
と
、
こ

の
頃
ま
で
池

の
景
観
を

保
っ
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
数
年
後
（
戦
時
中
）

に
埋
め
立
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

埋
め
立
て
に
関
す
る
資
料
が
残
っ
て
い
な
い

た
め
不
明
な
点
が
多
い
の
で
す
が
、
戦
時
中

に
高こ

う

射し
ゃ

砲ほ
う

陣じ
ん

地ち

に
す
る
た
め
池
を
埋
め
た
と

い
う
、
近
隣
に
在
住
の
方
の
証
言
（「
参
道

か
い
わ
い
の
思
い
出
」『
成
田
山
深
川
不
動

堂
三
百
年
史
』
平
成
14
年
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
戦
後
、
池
に
生
息
し
て

い
た
亀
や
鯉
な
ど
を
供
養
す
る
石
碑
「
亀
鯉

供
養
之
碑
」
が
地
元
有
志
に
よ
っ
て
建こ

ん

立り
ゅ
うさ

れ
、
深
川
不
動
堂
境
内
南
西
部
に
今
も
残
っ

て
い
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

野
本
賢
二
）

記
事
の
訂
正

前
号（
№
３
０
６
）P
7
最
上
段
10
～
13
行

目
を
次
の
よ
う
に
訂
正
し
ま
す
。

誤
：�

昭
和
20
年（
１
９
４
５
）3
月
の
東
京

大
空
襲
に
よ
る
被
災
を
経
て
、戦
後

に
埋
め
立
て
ら
れ
ま
す
。

正
：�

戦
時
中（
昭
和
17
年
3
月
以
降
）に

埋
め
立
て
ら
れ
ま
す
。

写真3　池　南から東方向
昭和13年撮影、成田山仏教図書館所蔵

写真4　池　西から東方向
「震災復旧工事が完成した時 深川公園」（昭和5年撮
影、公益財団法人東京都公園協会所蔵）

写真5　「傘型四阿」
※『パンフレット 20号 コンクリート 擬木・
擬石（設計・施工）』（日本ポルトランドセ
メント同業会、昭和11年）（国立国会図
書館デジタルコレクション）

写真6　池があった多目的広場
※令和6年8月撮影。中央奥は深川不
動堂

図3　震災以降の池の各施設および写真の撮影方向
公益財団法人東京都公園協会所蔵の『深川公園平面図』（昭和6年）
を元に作成

橋橋
（筋替え）（筋替え）

土橋土橋

橋橋
便所便所

藤棚藤棚

不
動
堂
境
内

不
動
堂
境
内

写真1写真1

写真2写真2

写真3写真3

写真4写真4

写真5写真5

「傘型四阿」（休憩所）「傘型四阿」（休憩所）
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社
号
標
石
」‐
追
考
‐
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い
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
写

真
１
の
撮
影

方
向
が
錦
糸

町
方
面
で
あ

れ
ば
、
現
在

の
商
業
施
設

『
オ
リ
ナ
ス

錦
糸
町
』
が

建
て
ら
れ
て

い
る
場
所
に
あ
っ
た
精せ

い

工こ
う

舎し
ゃ

（
A
氏
に
よ
る

と
、
空
襲
後
も
鉄
筋
部
分
が
残
っ
て
い
た
）

が
、
写
真
１
中
左
手
に
写
る
は
ず
だ
が
見
当

た
ら
な
い
の
で
疑
問
で
あ
る
と
い
っ
た
情
報

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
本
号
で
は
、
あ
ら
た
め
て

写
真
に
写
さ
れ
て
い
る
も
の
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
撮と

ら
れ

た
空
中
写
真
か
ら
、
再
度
、
社
号
標
石
の
位

置
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

亀
戸
天
神
社
の
築つ

い

地じ

塀べ
い

写
真
１
を
拡
大
す
る
と
、
太
丸
部
分
に
亀

戸
天
神
社
の
築
地
塀
が
確
認
で
き
ま
す
。
な

お
、
同
社
の
築
地
塀
は
、
当と

う

該が
い

期き

に
撮
影
さ

れ
た
ほ
か
の
写
真
に
も
写
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
と
比
較
し
て
同
様
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
写
真
１
は

本
誌
№
３
０
２
で
は
、
現
在
、
天
神
橋
の

西
詰
の
北
（
墨
田
区
太
平
４
）
に
置
か
れ
て

い
る
亀
戸
天
神
社
の
社し

ゃ

号ご
う

標ひ
ょ
う

石せ
き

を
取
り
上
げ

て
、
刻こ

く

文ぶ
ん

の

内
容
、
さ
ら

に
、
昭
和
20

年（
１
９
４
５
）

に
社
号
標
石
を

写
し
た
写
真
か

ら
置
か
れ
た
位

置
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
ま
し
た

（
写
真
１
）。

写
真
１
の
裏
に

は
天
神
橋
か
ら
亀

戸
方
面
に
向
け

て
撮
影
さ
れ
た
と

書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
社
号
標
石
は
同
橋
西
詰
の
北
（
写
真
２
）

に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
写
真
１
が
撮

影
さ
れ
た
方
向
は
錦
糸
町
方
面
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
№
３
０
２
刊
行
後
、
昔

か
ら
近
隣
に
お
住
ま
い
で
、
幼
少
期
に
社
号

標
石
を
見
て
い
た
方
（
以
下
、
A
氏
）
よ

り
、
社
号
標
石
が
天
神
橋
東
詰
の
南
（
江
東

区
／
地
図
の
●
印
）
に
あ
っ
た
と
記
憶
し
て

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
通
り
亀
戸

方
面
を
撮
影
し
た
も
の
で

あ
り
、
№
３
０
２
で
考
察

し
た
社
号
標
石
が
撮
影
さ

れ
た
方
向
を
錦
糸
町
・
両

国
方
面
と
考
え
た
の
は
誤ご

認に
ん

で
し
た
。

な
お
、
も
と
も
と
社

号
標
石
が
建
て
ら
れ
て
い
た
場
所
は
、
同
社

の
参
道
の
入
口
を
示
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
以
上
の
よ
う
に
他
の
場
所
に
移

転
さ
れ
る
こ
と
で
、
本
来
社
号
標
石
が
も
つ

意
味
も
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

戦
前
の
空
中
写
真

社
号
標
石
が
写
さ
れ
た
戦
前
の
写
真
に
は
、

昭
和
11
年
・

同
19
年
に
、

旧
日
本
陸

軍
に
よ
っ

て
東
京
東

部
広
域
を

撮
影
し
た
空
中
写
真
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
後
者
（
比
較
的
鮮
明
）
に
写
る
天
神
橋
あ

た
り
を
拡
大
し
た
の
が
写
真
4
で
す
。
写
真

中
の
天
神
橋
東
詰
部
分
を
目
を
凝こ

ら
し
て
観

て
み
る
と
、
太
丸
部
分
に
黒
い
影
が
写
し
出

さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の

黒
い
影
の
正
体
が
社
号
標
石
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
以
下
、
年
代
を
追
っ
て
み
て
い
き
ま
す
。

戦
後
の
空
中
写
真

戦
後
、
米
軍
に
よ
り
東
京
東
部
を
撮
影

し
た
空
中
写
真
は
複
数
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

う
ち
比
較
的
鮮
明
な
も
の
の
う
ち
、
昭
和
22

年
の
写
真
5
を

見
る
と
、
写
真

4
と
同
様
に
東

詰
に
黒
い
影
が

写
し
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら

に
、
同
31
年
の

空
中
写
真
（
写

真
6
）
と
翌
32

年
の
空
中
写
真

（
写
真
7
）
を

比
較
す
る
と
、

東
詰
部
分
が
更

地
と
な
り
、
西

詰
に
現
在
と
同

様
の
カ
ー
ブ
状

の
部
分
と
横
十
間
川
に
沿
う
道
が
で
き
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
（
写
真
7
太
丸
）。

社
号
標
石
の
移
転
時
期
に
つ
い
て

以
上
の
こ
と
を
勘か

ん

案あ
ん

す
る
と
、
社
号
標
石

の
移
転
時
期
は
、
昭
和
22
年
以
降
32
年
に
至

る
10
年
の
間
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
、

移
転
の
事
情
が
分
か
る
公
的
な
文
書
は
見
つ

か
っ
て
お
ら
ず
、
理
由
は
不
明
で
す
が
、
天

神
橋
付
近
が
整
備
さ
れ
た
際
に
移
転
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

大
関
直
人
）

地図

写真2 「亀戸天神社号標石」現在

写真3 築地塀（部分拡大）

写真１ 「亀戸天神社号標石」昭和20年
（東京大空襲・戦災資料センター所蔵）

写真4 昭和19年（1944）
（陸軍撮影「国土地理院空
中写真データ」より部分拡大）

天神橋天神橋

横
十
間
川

横
十
間
川

写真5 昭和22年（1947）
（「米軍撮影 国土地理院空
中写真データ」より部分拡大）

写真6 昭和31年（1956）
（「米軍撮影 国土地理院空
中写真データ」より部分拡大）

写真7 昭和32年（1957）
（「国土地理院空中写真

データ」より部分拡大）


